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そこで、2017 年に日本政府が公表した「未来投資戦略 2017」では、今後 10 年間でキ
ャッシュレス決済比率3を 4 割程度とすることを目指すとされ、さらに、2018 年の「キャ
ッシュレス・ビジョン」では、目標期限が 2025 年に前倒しされ、将来的には世界最高水
準の 80％を目指すとされている。 














や LINE Pay 等の決済事業者は、加盟店が負担する決済手数料も 3 年程度は無料にする等
1 本研究については、2020 年度現代ビジネス研究所研究助成金の支援を受けている。   
2 昭和女子大学現代ビジネス研究所 研究員 b3_tsurusawa@swu.ac.jp 
3 「キャッシュレス支払手段による年間支払金額÷国の家計最終消費支出」と定義されている。 
4 Electronic Commerce：電子商取引 
5 Near Field Communication：近距離無線通信の規格で、非接触 IC カードやスマホに装備することによ
って、「かざして通信する」ことができる。 
6 Alibaba の「支付宝：Alipay」（アリペイ）と Tencent の「微信支付：WeChat Pay」（ウィーチャット
ペイ）が 2 大サービスとなっている。 










































9 2019 年 10 月の消費税率の引上げに関する需要喚起政策として、「キャッシュレス・ポイント還元事業」
が推進され、その予算規模は 7,000 億円を超える。 





2.1 わが国におけるキャッシュレス決済利用の現状  
わが国でのキャッシュレス決済利用の現状について、先行調査の内容を確認する。 
日本銀行〔2018〕に拠ると、利用者単位10で、わが国においてキャッシュレス決済の利
用者は 8 割にのぼり、うち 70.3%はクレジットカードの利用者である。電子マネーの利用
者は全体の 27.4%、デビットカードとプリペイドカードの利用者が 20.6%となっている。 






表 1 キャッシュレス決済手段別の決済金額・件数・平均単価 
 金額 利用率  件数 利用率  平均単価 
クレジットカード 11,137,197 32.1%  2,052 15.5%  ¥5,427 
交通系・流通系 IC カード 2,312,497 6.7%  1,690 12.8%  ¥1,368 
タッチ決済 182,914 0.5%  171 1.3%  ¥1,070 
QR コード決済 260,843 0.8%  250 1.9%  ¥1,043 
現金 20,805,013 60.0%  9,038 68.5%  ¥2,302 
 34,698,464 100%  13,201 100%  ¥2,628 
（出所）日本クレジットカード協会〔2020〕：店舗での支払データから筆者作成 
 




チ決済が 1.3％、QR コード決済 1.9％となっている。利用率で 68.5％を占める現金利用が






11 全国 50 地点 1,000 名に対し、訪問留置調査で、店頭での支払、EC での支払、定期的支払について、2
週間分の日付、支払先、支払金額、決済手段を記入してもらい、有効回答 870 名分を回収している。 
12 以下のように再構成している。「クレジットカード」＋「デビットカード」→「クレジットカード」、「電
子マネー」→「交通系、流通系 IC カード」、「QUIC Pay・iD」→「タッチ決済」、「QR コード決済等」
→「QR コード決済」。 




































13 新しい情報システムが社会に受け入れられる要因を分析する TAM（The Technology Acceptance 



















費 𝐶 から個人が得る効用 u(𝐶) = 𝐶 とする。 
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17 これらは TAM モデルに基づく利用要因である。 
18 インターネット調査で各質問には 7 段階で答える形式であり、回答をもとに利用要因のパス解析を行
い、各径路の係数の検定を行っている。 
19 インターネット調査にもとづき、パス解析による検定を行っている。 





















表 2 各決済手段別の利用率・金額に関係なく利用する比率 
   利用率  
 金額に関係なく利用する比率 
  2019 年 2020 年 増減  
 2019 年 2020 年 増減  
(1)現金  73% 64% －9% ***  53% 49% －4% ** 
(2)クレジットカード  51% 55% ＋4% ***  46% 48% ＋2%  
(3)スマホタッチ決済  25% 28% ＋3% ***  16% 19% ＋3% *** 
(4)スマホ QR ｺｰﾄﾞ決済  29% 39％ ＋10% ***  20% 27% ＋7% *** 
(5)交通系 IC ｶｰﾄﾞ  35% 33% －2%   19% 19% 0%  
(6)流通系 IC カード  22% 21% －1%   16% 16% 0%  





21 関東圏 1 都 3 県（東京、千葉、神奈川、埼玉）在住の 20 歳代を対象にインターネット調査を実施した。
予備調査を行い、スマホ決済を利用しているグループ、クレジットカード決済は利用しているもののスマ
ホ決済は利用していないグループ、現金決済のみを利用するグループに分けて抽出し本調査を行った。
2019 年 12 月は予備調査 2,082 名、本調査 662 名から、2020 年 12 月は予備調査 2,200 名、本調査 661
名から回答を得ている。 
22 「交通系 IC カード」は、Suica、PASMO といった駅でタッチして利用するカードで、「買い物利用」
についてのみ答えるよう依頼し、「流通系 IC カード」は、WAON、nanako、楽天 Edy といったお店でタ
ッチして利用するカード、「タッチ決済」は、QUIC Pay、iD といったお店でスマホをタッチして利用す
る支払い手段、「QR コード決済」は、PayPay、LINE Pay、d 払い、楽天 Pay といったお店でスマホに
QR コードを表示したり、スキャンして利用する支払い手段、と説明して回答を得ている。 









た。この比率でも、現金の 53%から 49%の減少に対し、タッチ決済で＋3%、QR コード
決済で＋7%となっており、QR コード決済の伸率が顕著である。 






前節で説明した 2019 年 12 月から 1 年間での利用状況の変化は、決済事業者によって行





















25 楽天〔楽天 Pay〕、NTT ドコモ〔iD、d 払い〕、Yahoo！〔PayPay〕、メルカリ〔メルペイ〕、JCB〔QUIC 




26 決済事業者各社への信頼度の相関係数の平均は 0.456 で、太宗の組合せにおいて 1%水準で有意な相関
があり、第 1 主成分は「一般的な決済事業者への信頼」を示すと判断している。 




ついて、1 位から 3 位まで回答してもらい、ウエイトを付けてスコア化27した。 




















 Payj ＝ 𝑎𝑗
1 ＋ bj Trust + 𝑑𝑗
1 Function + 𝑒𝑗
1 𝑃𝑜𝑖𝑛𝑡       
             （+）    （＋）        （＋） 
                            + 𝑓𝑗
1 Sma + 𝑔𝑗
1 Income + 𝑢𝑗
1       (2) 
                              （+）    （+）  
 
 
 Payj ＝ 𝑎𝑗
2 ＋ cj Concern + 𝑑𝑗
2 Function +𝑒𝑗
2  𝑃𝑜𝑖𝑛𝑡       
             （－）      （＋）       （＋） 
                            + 𝑓𝑗
2 Sma + 𝑔𝑗
2 Income + 𝑢𝑗
2       (3) 
                              （+）    （+）  
 
ここで、j は決済手段の種類を表し、被説明変数はその利用度（Payj ）である。 
説明変数である「信頼」（Trust）、「不安」（Concern）、「機能」（Function）、および「ポ
イント利用度」（Point）、の効果をみていく。ただし、「信頼」（Trust）と「不安」（Concern）、








27 1 位に選んだ項目を「3」、2 位は「2」、3 位は「1」、として各選択肢をスコア化している。 
28 「10 枚以上」、「7 枚以上 10 枚未満」、「5 枚以上 7 枚未満」、「3 枚以上 5 枚未満」、「1 枚以上 3 枚未満」、
「ポイントは貯めていない」、の 6 段階。 































29 推定式(2)において、帰無仮説 H0：bj＝0 が棄却される。 
Pay(タッチ決済) Pay(QRコード決済)
係数 t値 係数 t値 係数 t値 係数 t値
Trust (一般的信頼) 0.219 3.318 *** 0.198 3.002 ***
(決済事業者信頼) 0.115 1.744 * 0.185 2.785 ***
Concern (使い過ぎ) 0.021 0.485  -0.086 -1.970 **
(個人情報集められる) -0.005 -0.097  -0.033 -0.722  
(ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ情報流出) -0.021 -0.373  0.010 0.174  
(スマホ利用不安) -0.454 -3.641 *** -0.469 -3.807 ***
Function (支払いスピーディ) 0.153 3.388 *** 0.167 3.369 *** -0.050 -1.126  -0.075 -1.510  
(利用明細や履歴管理) 0.080 1.006  0.047 0.540  -0.104 -1.312  -0.142 -1.640  
Point (ポイント利用度) 0.139 5.239 *** 0.112 3.815 *** 0.172 6.533 *** 0.131 4.443 ***
Sma (スマホ利用時間) 0.004 0.130  0.017 0.477  0.083 2.668 *** 0.057 1.563  
Income (可処分所得) 0.00001 3.988 *** 0.00001 3.491 *** 0.000003 2.208 ** 0.000003 1.778 *
定数項 0.593 3.532 *** 0.594 3.377 *** 0.880 5.307 *** 1.053 5.967 ***
adj R2 0.119 0.120 0.137 0.109
Obs 607 494 607 494












表 5 は、交通系 IC カード決済、流通系 IC カード決済の利用度を分析したものである。
この両 IC カード決済利用度においても、Point は正の有意な関係が認められる。 
 









係数 t値 係数 t値 係数 t値 係数 t値
Trust (一般的信頼) 0.038 0.721  0.035 0.784  
(決済事業者信頼) 0.173 3.295 *** 0.032 0.720  
Concern (使い過ぎ) -0.032 -0.854  0.097 3.288 ***
(個人情報集められる) 0.011 0.289  0.031 0.995  
(ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ情報流出) 0.046 0.969  -0.019 -0.511  
(スマホ利用不安) -0.201 -1.911 * 0.147 1.750 *
Function (支払いスピーディ) 0.082 2.152 ** 0.061 1.565  0.028 0.924  0.050 1.512  
(利用明細や履歴管理) 0.074 1.099  0.085 1.243  0.013 0.233  0.044 0.759  
Point (ポイント利用度) 0.081 3.604 *** 0.061 2.639 *** -0.011 -0.621  -0.015 -0.786  
Sma (スマホ利用時間) 0.011 0.428  -0.026 -0.900  0.018 0.841  0.033 1.348  
Income (可処分所得) 0.000004 3.693 *** 0.000003 2.837 *** -0.0000004 -0.477  -0.0000003 -0.309  
定数項 1.788 12.61 *** 2.108 15.12 *** 2.661 23.50 *** 2.721 23.14 ***
adj R2 0.065 0.061 0.019 0.001
Obs 607 494 607 494
Pay(交通系ICカード決済) Pay(流通系ICカード決済)
係数 t値 係数 t値 係数 t値 係数 t値
Trust (一般的信頼) 0.073 1.225  0.323 5.057 ***
(決済事業者信頼) 0.103 1.723 * 0.107 1.665 *
Concern (使い過ぎ) 0.064 1.619  -0.016 -0.365  
(個人情報集められる) 0.010 0.238  0.001 0.019  
(ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ情報流出) -0.091 -1.801 * -0.073 -1.325  
(スマホ利用不安) -0.140 -1.242  -0.276 -2.243 **
Function (支払いスピーディ) 0.055 1.344  0.085 1.914 * -0.039 -0.864  -0.052 -1.073  
(利用明細や履歴管理) 0.159 2.205 ** 0.211 2.704 *** 0.126 1.604  0.105 1.249  
Point (ポイント利用度) 0.085 3.535 *** 0.073 2.746 *** 0.107 4.099 *** 0.075 2.620 ***
Sma (スマホ利用時間) 0.069 2.429 ** 0.068 2.084 ** -0.021 -0.680  -0.017 -0.480  
Income (可処分所得) 0.000005 4.192 *** 0.000004 3.140 *** 0.0000034 2.475 ** 0.0000031 2.103 **
定数項 0.932 6.14 *** 0.990 6.24 *** 0.876 5.30 *** 0.914 5.35 ***
adj R2 0.097 0.088 0.054 0.095
Obs 607 494 607 494







































30 宮居〔2020〕に拠ると、2019 年 5 月の LINE Pay「300 憶円還元祭り」の際 490 万人いたアクティブ
ユーザーが、特典の減った 9 月以降（第 3 四半期）には、286 万人に減少している。 
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